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研究成果の概要（和文）：高齢者の社会的孤立を防ぎ、居住の安定をはかることが急務となっている。そこで、
見守りセンサー（赤外線人感センサー）を利用することにより、高齢者の生活行動をモニタリングし、従来の住
まい方調査とあわせて高齢者の住宅内行動を客観的に分析した。対象者の各部屋に人感センサーを設置し、１分
単位でのデータを収集した。長期にわたるデータ収集により、居室滞在傾向の変化など、これまでの聞き取り調
査では把握することが困難な、より詳細な生活行動の把握が可能となった。

研究成果の概要（英文）：The aging rate in Japan is over 25%, and most older adults live at home. The
 number of older adults living alone is increasing and they are a particularly high-risk group for 
social isolation and solitary death.　In recent years, the utilization of Information and 
Communications Technology (ICT) such as devices for protection and supervision has been progressing 
steadily; particularly, services installing motion sensors to oversee and ensure safety in the homes
 of older adults are rapidly expanding. The results of this study demonstrated that there are large 
changes in the time spent in each room depending on the season. The results of this study found that
 using ICT devices together with a ifestyle survey was useful to analyze and monitor changes in room
 use in older adults. 

研究分野：住宅論
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１．研究開始当初の背景 

 超高齢社会をむかえ、高齢者向け施設が不
足するなかで、高齢者自身も住み慣れた地域
での継続居住を望むケースが多く、在宅高齢
者の生活を支援することが社会的課題とな
っている。地域包括ケアシステムが制度化さ
れたことにより、在宅高齢者をサポートする
体制が地域に構築されているが、実際にはマ
ンパワーが不足しておりＩＴ機器などを取
り入れた高齢者の自立支援の効率化が求め
られている。 
多様な生活支援機器があり、見守りセンサ

ーに関する既往研究は、1995 年前後から国内
外でみられるが、在宅高齢者を対象とした研
究蓄積は限られている。その中で、老年学分
野 で は 、 Kaya JA, et.al. Journal of 
Gerontology, 66B: (2011) があり、長期間
の大規模調査を行っているが、個別の居住状
況は考慮されていない。また、国内の建築分
野では、屈、松下、他が、アクティブ RFID
タグを用いた住宅プランと対応させた生活
行動に関する研究を行っているが（建築学会
計画系論文集(2010.4、2010.8)）、調査期間
が 3～8 日程度と短期間で、本研究が対象と
する長期間の時系列変化は捉えていない。本
研究では、建築学の視点から行うものである。  
 
２．研究の目的 
超高齢社会を迎え独居高齢者が増加する

なか、高齢者の生活自立支援と地域での見守
りは、高齢者の社会的孤立を防ぎ、居住の安
定をはかる上で喫緊の課題となっている。本
研究の目的は、独居率が高くコミュニティの
希薄化が懸念される郊外計画住宅地を対象
に、自立支援機器として見守りセンサー（赤
外線人感センサー）を利用することにより、
高齢者の生活行動をモニタリングし、従来の
住まい方調査とあわせて高齢者の住宅内行
動を客観的に分析し、独居高齢者の在宅での
生活様態を時系列的に把握することである。
さらに、行動変化を定量的に捉えることで、
地域包括支援センターや同居していない家
族などによる見守りに活用できる効果的な
システム構築に資することを目指す。 

 
３．研究の方法 
調査協力を得られた独居高齢者の住戸内

の各居室、便所、玄関などに見守りセンサー
（赤外線人感センサー）を設置し、センサー
毎に１分単位でデータを収集する。住宅の間
取り、家具配置、家財などの量について調査
を実施する。これは、センサー設置工事と同
時に行う。さらに、日常生活の様子について
聞き取り調査を実施し、定期的な外出や訪問
者の状況を把握する。認知機能検査（MMSE）
や簡単な体力測定を実施する。地域包括支援
センター職員や非同居家族から、生活状況に
ついて補足的な情報を得るため、聞き取りを
行う。これらの、調査手順は、すでに実施し
ている手法を踏襲し、分析データは 2011 年

11 月より行っている先行調査と合わせて行
う。以上、見守りセンサーによるデータと従
来の住まい方調査を対照させながら独居高
齢者の住戸内での滞在様態を把握する。 
 
４．研究成果 
（１）居室の使い方の変化 
①季節による居室の使い分け（事例Ａ） 
日本では、季節による居室の使い分けが行

われることは広く知られているが、人感セン
サーのデータによりこうした事象を客観的
に捉えることができた。ここでは、比較的規
模の大きな住宅における居室使用の季節変
化について考察する。 
寒冷地での事例の間取りを図１に示した。

寝室は南面しているため日差しがあれば暖
かく、反対に台所は室温が低い場所となって
いる。居間は、南面しながらも外壁に面して
いないため、気温変化が比較的穏やかだと考
えられる。図２に、2 ヶ月ごとの各室の滞在
状況を示した。ここでは、特定の日にちを掲
載しているが、前後の期間でも同様の過ごし
方がみられる。上段の 10 月のグラフでは、
日中は居間と台所でほぼ同じくらいの時間
を過ごしていることがわかる。次の段の 12
月は、起床からしばらく寝室で過ごし、日中
は居間で多くの時間を過ごす様子がうかが
える。居間に炬燵があるため、他の部屋への
移動が起こりづらくなっていると考えられ
る。2 月は、ほぼ一日中寝室に滞在している
が、センサーの動きがあることから、寝込ん
でいるわけでははく、寝室でテレビをみたり
して過ごしていると考えられる。4 月は、寝
室にいる時間は長いものの、台所や居間でも
過ごしている。6 月になると、寝室で過ごす
時間は減少し、台所と居間にいる時間が増加
するとともに、台所と居間を行き来する様子
が読み取れる。8 月もほぼ同様となっている。
翌年 10 月は、前年同月とほぼ同じ傾向を示
し、おそらく炬燵の利用が影響すると考えら
れるが、夏と比較すると居間での滞在が長時
間化している。 
以上から、各居室滞在時間が時期により大

きく変化することが示された。夏期は、複数
の部屋を使い分けているが、冬期は、一カ所
で一日の大半を過ごしている様子が観察さ
れた。冬期には屋外活動が不活発になるだけ
でなく、住宅内部においても一部屋にじっと
していることがわかる。この事例は、寒冷地
であることから、冬期の寒さや住宅内の温熱
環境が部屋の使い方に影響を与えているこ
とがよみとれる。 
②模様替えによる使い方の変更（事例 B） 
 長期にわたる調査では、家具の移動や模様
替えによる、居室の使用状況の変更がみられ
た。就寝場所の移動事例として、図３．４で
示すように、10 月時点では北側の寝室で就寝
していたが、12 月では当初の和室が就寝場所
として使われる様子が読み取れる。訪問調査
時に就寝場所の移動が確認できた。ICT 機器



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

 

図 1 間取り図：事例（Ａ） 

 

 

図２ 季節による居室の使い分け事例（Ａ） 

 

図３ 間取り図：事例（Ｂ） 

 

 

図４ 就寝場所の移動事例（Ｂ） 

 

 

 

 

 

図５ 居室利用頻度の季節変動（居室合計） 

 

 

 

図６ 居室利用頻度の季節変動 

（日中主にいる居室） 

 



によるモニタリングには、住まい方調査と合
わせて分析することが必要であることがわ
かる。 
（２）居室利用頻度の季節変動 
長期間計測できた対象者のうち、東京都内

在住の女性独居高齢者４名の結果を取り上
げる（表１）。ID：03 は、小規模な戸建ての
住居で、活動的である。ID:04 は、比較的広
い戸建て住宅で居室を使い分けしている。
ID:41 は、集合住宅で、外出も多く居室を使
い分けしている。ID:43 は、集合住宅で、足
腰が弱く、居間の座卓（冬季は炬燵）で過ご
す時間が多い。調査期間は、ID：03 と ID:04
は２年程度、ID:41 と ID:43 は、4 年を越え
ている。 

 

表１ 調査対象者 

ID 調査期間   (月数) 建て方 間取 

０３ 2011.11～2014.1 (26) 戸建て １R 

０４ 2011.12～2013.11 (24) 戸建て ２LDK 

４１ 2013.5～2017.10  (54) 集合 ３DK 

４３ 2013.4～2017.7   (52) 集合 ３DK 

 
 
対象者の活動を分析するため、一日のうち

当該の部屋に滞在した回数をセンサーの値
から推計し居室利用頻度とした。数値が高い
と部屋間移動が多いことを示すが、訪問者に
よっても高くなる。数値が低い場合は同じ部
屋に長く滞在していることを示すが、外出が
多い場合も低下する。トイレなども含めた全
室合計の値を図５に示した。比較のため縦軸
上限を 150 回と設定しているが、大幅に回数
が多いのは訪問者（ヘルパーや家族等）の影
響である。何れの対象者も夏期に回数が低下
する傾向があり季節変動が読み取れる。夏バ
テによる体力低下が原因と考えられ、特に
ID：03 と ID:41 は、活動的なためその差が顕
著である。 
次に、日中主に滞在している居間の居室利

用頻度を ID:41 と ID:43 について図６に示し
た。部屋の使い分けがみられる ID:41 では明
瞭な季節変動がある。例えば、平均値をみる
と2016年 8月は５回と少ないが、春先の2017
年４月は20回と４倍となっている。ID:43は、
同時期にそれぞれ、平均７回と 25 回であっ
た。 

ICT 機器による長期間の調査により、従来
定量的に捉えることが難しかった独居高齢
者の住宅内生活行動の一端を把握すること
ができた。 
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